
 

 

 

 

 
 
 PTA 活動は、親と教師がタッグを組む 
       〜 子どもたちの健やかな成長を願って ～ 

 市内各小・中学校の PTA総会が、先週末にすべての学校で行われました。PTA総会では、昨年

度の事業・決算報告が行われ、今年度の新体制の承認を受けた後、事業計画・予算案の承認とな

ります。私個人的には、保護者と教職員が顔を合わす初めての機会というイメージが強く、職員

紹介の時間がとても印象に残っています。教員という立場で話すなら、「保護者は、どんな方だ

ろう。知り合いの方はいないかな。」等々。保護者という立場で話すなら、「担任の先生は、どん

な人かな。」「○○先生と久しぶりに会えるな。」等々。どちらの立場でも、人（保護者・先生）

との新たな出会いに、わくわく感と少しのドキドキ感を覚えた記憶があります。 

 ところで『PTA』とは、一体どのような組織･団体なのでしょうか。『PTA』があることで、どん

なよいことがあるのでしょうか。下の内容は、昨年度まで勤務した学校の PTA新聞の一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の『共同宣言リーフレット』は、昨年度に行われた市内

各小・中学校の PTAの代表による会議の中で、尾花沢市 PTA

連合会でこれまでに統一して取り組んできた［携帯・スマホ

・ゲーム機等、SNSに関する使用の約束］を再確認し、さら

に強化しようということを受けて作られたものです。先週の

各校の PTA総会で話が出たと思われます。 

保護者と教師、また保護者同士がつながることは、必ずや

学校のためになります。それは、最終的に子どものために 

なるということです。 

 

 

 

【担当】 尾花沢市教育委員会こども教育課 

        教育指導室長  齊 藤 公 良 

Tel:0237-23-3330  Fax:0237-22-3034 
E-mail: saitot@city.obanazawa.yamagata.jp 

これまでの「輝け！お

ばねっ子」は上のQR

コードからご覧いただ

くことができます 

 令和７年４月 28 日 


